
 

 

 

 

 

※子どもたちの学校での様子等をブログで紹介しています。西吉野小学校ＨＰを開いて学校ニュースをご覧ください。スマホ等でも見ることができます。 

 

全国学力・学習状況調査の結果から 
 

○本年度４月に全国の小学校６年生及び中学校３年生を対象に行われた全

国学力・学習状況調査の結果が８月下旬に公表されました。学力面では、以

前にも増して各都道府県の差が縮まり、いわゆる「底上げ」が進んでいるよ

うですが、国語については、「文章全体の構成や表現の工夫を捉えること・引用すること・取材し

た内容を整理しながら記事に書くこと」、算数については、「基準量・比較量・割合の関係を捉え、

基準量を求めること」、理科については、「観察・実験の結果などを整理・分析した上で、解釈・

考察し、説明すること」等に課題があることが報告されています。 

本校は、国語Ａ・Ｂ、算数Ａ、理科で、県・

全国平均レベルを上回っていますが、算数Ｂに

ついては、若干の改善は見られるものの、依然

県・全国平均には届いていないという結果が出

ています（Ａは基礎、Ｂは活用問題）。少人数で

あることの良さを生かし、子どもたちの学習意

欲を高めながら丁寧な学習を積み重ねてきたこ

とが成果となって表れていますが、「習ったこと

を生活の中で活用する」「既習の知識を使って考

える」「根拠を明確にして話したり書いたりす

る」等の学習にまだ課題があるということが分

かりました。教員の資質向上・共通理解を図り

ながら、その課題克服に向けての取組を２学期

以降も継続していかなければなりません。そのためには、家庭での協力が不可欠となります。グ

ラフにも表れていますが、本校児童は、学習習慣に課題があることが分かります。具体的には、

「学校が休みの日の勉強時間が少ない」「家で、計画的に勉強できていない」「宿題はきちんとし

ているが授業の予習はあまりしていない」といった実態があります。『自ら課題を見つけ、自ら考

え、自ら解決する』また、『やる気と根気をもち、苦しいことから逃げずに挑戦し続ける』そんな

児童の育成をめざして、今後も学校と家庭の協働を図っていきましょう。 

○今回の調査で特筆すべき点として、「家の人は授業参観や運動会によく来

る」「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思う」と答えた本校児

童が１００％だったということがあげられます。『愛情という水を与えられて

育った子どもは、人にも愛情をもって接することができる』ということでは

ないでしょうか。本校の伝統として今後も是非引き継いでいきたいものです。 
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